
要点記録 

会議の名称 平成 28年度第 6回国立市地域公共交通会議 

開催日時 平成 29年 2月 10日（金）午前 10時～午前 11時 45分 

開催場所 国立市役所第 1・2会議室 

出席者及び欠席者 ＜出席者＞今野委員、佐藤委員、小池委員、原田委員、清水委員、

鵜澤委員、佐伯委員、高橋委員、三好委員、熊井委員、池田委員、

佐々木副会長、岡村会長 

＜代理出席＞藤澤氏（尾崎委員代理）、岸田氏（石坂委員代理）、 

＜欠席者＞田崎委員、藤木委員 

傍聴の可否 可 傍聴不可の場

合はその理由 

 傍聴者数 0名 

会議次第 報告事項 

 1. 国立市コミュニティワゴン試行運行利用状況について 

2. 国立市コミュニティバス運賃改定の時期について 

議題 

 1. 福祉交通充実のための取組方針（案）について 

 2. 国立市コミュニティワゴン試行運行について 

その他 

1. 国立市コミュニティワゴン試行運行の回数券の払い戻しに

ついて 

問い合わせ先 都市整備部交通課交通係 

担当者名 谷口 

電話番号 042-576-2111（内線 349） 

会議経過 

報告事項 

1. 国立市コミュニティワゴン試行運行利用状況について 

・青柳ルートの一日当たりの利用者数が 12 月につづいて 1 月も 50 人を超えたが他の

ルートは低迷が続いている。 

 2. 国立市コミュニティバス運賃改定の時期について 

 ・交通系 ICカードへの対応及び運賃改定は平成 29年 4月 1日を目途に準備を進めて

いる。 

 

議題 

1. 福祉交通充実のための取組方針（案）について 

 ・利用者が安心して利用できるという視点が抜けているという指摘があり、事務局に

おいて追記できるかを検討することとした。 



 ・福祉交通の必要性を自覚していない人の潜在的ニーズの発掘を行うべき、あくまで

も原則は公共交通利用であることを打ち出すべきとの意見あり。 

 ・基本的には事務局案のとおり了承。ただし、「安心」に関しては事務局により精査し、

結果を委員に通知することを条件とした。 

 

 2. 国立市コミュニティワゴン試行運行について 

 ・議論を記録にしっかり残すことを条件に、事務局案のとおり合意。 

 ＜主な意見・質疑等＞ 

 ・利用の多い停留所に限って 6月まで運行することはできないのか。 

 ・タクシーの活用についても検討する必要があるのではないか。 

 ・休止後の施策は、試行運行の結果、定時定路線の限界が見えたことを前提に検討す

るのが望ましいのではないか。 

 

 

その他 

 ・国立市コミュニティワゴン試行運行の回数券は、表紙が切り離されていないものに

限り残っている券片の枚数に応じて 1冊 200円の手数料で銀星交通（有）の営業所

で払戻しする。 

 ・3月末で任期の切れる委員について継続の可否の連絡をいただきたい。 

 ・次回は平成 29年 4月 17日午後 1時半から市役所第一・第二会議室を予定。 

 


